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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年10月18日(2012.10.18)

【公開番号】特開2011-95402(P2011-95402A)
【公開日】平成23年5月12日(2011.5.12)
【年通号数】公開・登録公報2011-019
【出願番号】特願2009-247881(P2009-247881)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/34     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  26/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   9/31     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ   3/34    　　　Ｄ
   Ｇ０３Ｂ  21/00    　　　Ｄ
   Ｇ０３Ｂ  21/14    　　　Ｚ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｃ
   Ｇ０９Ｇ   3/34    　　　Ｊ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ｊ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｅ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６５０Ｍ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ｅ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｕ
   Ｇ０２Ｂ  26/00    　　　　
   Ｈ０４Ｎ   9/31    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年9月4日(2012.9.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　投写型表示装置において、
　光源からの白色光を時分割で複数の色の光に分離するカラーホイールと、
　前記カラーホイールにより分離された各色の光を変調する表示素子と、
　外部から入力された映像信号を処理して前記表示素子の各画素に所定の変調動作を行わ
せるための制御信号を生成する信号処理部と、
　前記信号処理部からの前記制御信号に従って前記表示素子を駆動する駆動部と、を備え
、
　前記カラーホイールは、前記光源からの白色光をそのまま透過するセグメントを含み、
　前記信号処理部は、入力された映像信号により生成される映像の彩度に基づいて、前記
表示素子の各画素のうち白成分を表示する画素における輝度が低減するよう前記映像信号
を処理して前記制御信号を生成する、
ことを特徴とする投写型表示装置。



(2) JP 2011-95402 A5 2012.10.18

【請求項２】
　請求項１に記載の投写型表示装置において、
　前記信号処理部は、前記彩度が予め設定された閾値を超える場合に前記白成分を表示す
る画素に対するＲＧＢ信号を減衰させる、
ことを特徴とする投写型表示装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の投写型表示装置において、
　前記信号処理部は、１フレーム単位で前記彩度を判定して当該フレームにおける前記白
成分を表示する画素に対するＲＧＢ信号を減衰させる、
ことを特徴とする投写型表示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の投写型表示装置において、
　前記信号処理部は、前記画素毎に彩度を求め、全画素の彩度の平均または合計が予め設
定された閾値を超える場合に前記白成分を表示する画素に対するＲＧＢ信号を減衰させる
、
ことを特徴とする投写型表示装置。
【請求項５】
　請求項１ないし４の何れか一項に記載の投写型表示装置において、
　前記信号処理部は、入力された映像信号により生成される映像の彩度に基づいて、前記
表示素子の各画素のうち白成分を表示する画素における輝度が増加するよう前記映像信号
を処理して前記制御信号を生成する、
ことを特徴とする投写型表示装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の投写型表示装置において、
　前記信号処理部は、前記彩度が予め設定された閾値より低い場合に前記白成分を表示す
る画素に対するＲＧＢ信号を増幅させる、
ことを特徴とする投写型表示装置。
【請求項７】
　請求項４または６に記載の投写型表示装置において、
　白成分を表示する画素に対するＲＧＢ信号を減衰または増幅させる前記信号処理部にお
いて、白成分に相当する範囲の境界の閾値が任意に調整される、
ことを特徴とする投写型表示装置。
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